
日影規制 

 

鑑定評価を行って、実際に日影規制が問題になることは今までなかったが、考えられる

のは、容積率の低い地域で 3 階建て以上の建物を想定する時に関連してくる。 

 

実際に規制に抵触するかどうかを検証するためには日影図を描いてみる必要がある。 

そこで、jw-win を使って、どの位簡単に描けるものか試してみた。 

二次元 CAD で簡単な図形を描いて、北の方向を示し、建物の高さを表示して日影図を描

く指示をすれば、これは簡単にやってくれます。 

 

Jw-win の無料ソフトをダウンロードして、暇な時に、半日遊べばやれますね。 

 

参考）姫路市の日影規制 

・規制を受ける建築物 

規制の対象となる建築物は、第 1 種低層住居専用地域又は第 2 種低層住居専用地域では軒高が 7 メート

ルを越えるか又は地上 3 階建て以上の建築物で、他の地域では、高さが 10 メートルを越える建築物（小規

模な塔屋などは除かれます）となっています。従って 3 階建てか 4 階建て以上の建築物が規制をうけるこ

ととなりますので、通常の 2 階建ての建築物は対象となっていません。 

・規制される日影時間 

日影規制の規制時間は、建築基準法により冬至日の真太陽時による午前 8 時から午後 4 時までの 8 時間

以内で一定の数値が与えられています。そのいずれかを採用するかは地方自治体の条例で決めることにな

っており、姫路市では兵庫県建築基準条例によって、次の表のように決めています。 

対象区域 容積率 

測定位置 

（平均地盤面 

からの高さ） 

日影規制時間 

敷地境界から 5m 

を越え 10m 以内 

敷地境界から 10m 

を越える範囲 

第 1 種低層住居専用地域 100％ 

1.5m 

4 時間以内 2.5 時間以内 

第 1 種低層住居専用地域 

第 2 種低層住居専用地域 
150％ 5 時間以内 3 時間以内 

第 1 種中高層住居専用地域 

第 2 種中高層住居専用地域 
150％ 

4m 

3 時間以内 2 時間以内 

第 1 種中高層住居専用地域 

第 2 種中高層住居専用地域 

第 1 種住居地域 

第 2 種住居地域 

準住居地域 

200％ 4 時間以内 2.5 時間以内 

近隣商業地域 200％ 5 時間以内 3 時間以内 

市街化調整区域 200％ 4 時間以内 2.5 時間以内 

 



 


